
皆さんは「フォーチュン・グローバル500」をご存

じでしょうか。 

これは、アメリカのフォーチュン誌が毎年発表し

ている世界のトップ企業500社のランキングです。 

1990年代、日本企業は149社がランクインし、ア

メリカの 151 社に肉薄していました。ところが今年

のランキングでは中国が124社、アメリカが121社。

日本企業は大きく水をあけられ 53 社という結果で

した。 

残念ながら日本は今、衰退しつつあります。その兆

候は、ここ静岡でも見て取れます。駅前の一等地にあ

る丸井の撤退が決まり、市の中心部にもシャッター

を下ろした店が増えています。国と歩を合わせるよ

うに、残念ながら静岡も衰退の道を辿りつつあるの

です。 

かつてアメリカも同じような道を辿ったことがあ

りました。1980年代、アメリカの自動車産業、鉄鋼

産業は、日本との価格競争、品質競争に敗れ、一時

はアメリカはこのまま没落していくのではないかと

思われました。 

しかしそこからアメリカの逆襲が始まります。 

GAFA（※Google、Amazon、Facebook、Apple）を

はじめとする独創性ある企業が次々と生まれ、アメ

リカは再び世界トップの地位を新しい形で築きなお

したのです。 

GAFA のように、学生がガレージで仲間と立ち上

げたような企業が、世界有数の企業に成長する。こ

ういうことが日本にも起こっていいはずです。しか

しそれが起きてこない。一体なぜなのでしょうか。 

その原因の１つは教育制度にあると私は考えて

います。 

かつての「高品質で画一的な品物を大量生産して

安く売る」ことが経済戦争における勝利条件であっ

た時代には、従順で均質な人材が必要でした。 

そういう前提においては日本の「自主性を尊重し

ない」教育は優位に働き、「自主性がない＝ワガマ

マや意見を言わない」人たちが生きやすい社会が作

られていったのです。 

 しかし、今や世界は一変しています。IT が進歩

し、無から有を生むような独創性のある製品、製品

でさえないソフトウエア的なシステムが次々と生

まれています。そんな中でいつまでも日本式の「自

主性を尊重しない」教育を続けていては、殻を破っ

たような大ヒット商品が生まれるはずも、創造的な

企業が生まれるはずもありません。 

今、日本に欠けているのは、自分の頭で考え、自

由に創造力を伸ばし、新しいものや仕組みを作り出

していける人材です。したがって、教育がまず改め

られなければならないし、社会に蔓延する「管理主

義・同調圧力」を排除して「自由・独創」を重んず

る自由闊達な社会を作って行かなければなりませ

ん。 

もう１つの原因は日本にはびこる既得権益です。 

戦後、GHQにより財閥が解体され、農地改革で豪

農の土地が分配され、それまでのやり方は通用しな

くなりました。物もなく厳しい時代でしたが、既得

権益が打ち払われたことで、若い人、やる気がある

人がいくらでも根を伸ばしていくことができた。そ

うして日本は世界第二位の経済大国にまで 
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上り詰めることができたのです。 

ふりかえって今の日本はどうでしょう。大企業や

既存の組織が支配し、新規参入が難しい。銀行も不

動産を持っている人にしか融資をしない。こんなや

り方を続けていては新しい事業は育ちません。既得

権益、縦割り行政、前例主義にどっぷりつかってし

まった今のままの日本では、これからもずるずると

世界から取り残されていってしまうでしょう。 

国の行く末や情勢は1年や２年で変わっていくも

のではありません。しかしその１年２年の積み重ね

で10年、20年、30年後の皆さんの未来は決まって

いきます。息の詰まったような今の社会を打破する

には、システムそのものから変えていくしかありま

せん。 

 

そのために、今、何をすればよいのか。 

それは、皆さんが、とくに若い方達が、社会や政

治に関心を持つことです。他人ごとでは変わってい

きません。政府の方針を批判するだけでも変わりま

せん。皆さんが社会や政治に関心を持つこと。この

ままでいいのかという疑問を持ち、目を開いて事実

を見つめ、どうしたらもっとよくなるのか、どうし

たら社会の維持発展につながるのかを考え、提言

し、改革していくのです。 

政治が変われば日本が変わっていく。日本が変わ

れば皆さんの未来も変わっていきます。やり方次

第、考え方次第、工夫次第で、これからの世の中も

私達の人生も明るくなるはずです。そのためにはち

ょっとした工夫とちょっとした努力が必要です。世

の中とはそういうものです。そういうことの積み重

ねによって、私達自身で、日本を、そして私達の未

来を変えていくのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青山まさゆき東京事務所だより 

後援会討議資料 

政治が変われば日本は変わっていく 

 すっかり秋めいてきましたが、皆様いかがお過ごしでしょ

うか。新型コロナ対策のマスクももう日常になりつつありま

すが、ようやくマスクをしていても暑くないなと感じられる

ようになり、少しほっとしています。当初は街の中や電車な

どでも白い使い捨てマスクをしている人ばかりでしたが、最

近は色々なデザインのおしゃれなマスクをしている人が増

えたなあと感じます。かく言う私もお気に入りのマスク屋さ

ん（？）をみつけ、素敵なマスクをいくつか入手しました。 

早くマスクなどしなくてもよい日常が戻ってくることを祈っ

ていますが、それまでの間は少しでもマスク生活を楽しむた

めに、素敵なマスクを使って気分転換をしてみるのもいいか

なあと思っています。 

東京事務所 秘書 石神恵美子 

あなたは、今の政治に満足していますか？ 

「どうせ何も変わらない」 

果たして本当にそうでしょうか？ 

社会や政治に関心を持つことは未来を変える

第一歩。私達と一緒に踏み出してみませんか。 

「政治に興味はあるけど・・・でもどうしたら？」 

私達と一緒に、ここ静岡から、日本を変えてみ

ませんか。政治のこと、社会のこと、この国の未

来のことを、一緒に考えていきましょう。 

まずはお気軽にお電話ください。 

電話 054-273-5070 青山まさゆき後援会 

（担当 櫻井・川嶋） 

  静岡から政治を変えましょう！！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 


